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伊達博物館改装事業ワークショップ

「みんなで隈研吾さんと一緒に考えよう新しい伊達博物館！」

及び

宇和島市新伊達博物館に関するアンケート

実施報告書

令和 5年 1月 17 日

株式会社 丹青社
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1.実施の目的

新博物館の基本理念「地域の歴史文化の再生、共創の象徴となるべき博物館」、「新

しいまちづくりと景観の美しさの象徴となる博物館」※1を実現させるためには、未

来を担う子どもや若者たちの意見を取り入れることが極めて重要と考える。

そこで、その年齢層に特化したワークショップの開催、アンケートによる意見募集

を行い、その想いを建築及び展示設計等にフィードバックすることにより、宇和島市

の特徴とすばらしさに気づき、地域をより良くしようとする人々が集い、誇りと活気

に満ちた、美しいまちづくりを目指すこととする※2。

基本計画より、※1.新博物館の基本理念、※2.新博物館のビジョン抜粋

2.実施内容の概要

（1）周知方法

（2）ワークショップ

① 開催日時及び場所

② 内容

ア.開会挨拶、プログラムの説明

イ.計画の概要説明（建築設計・展示設計）、質疑応答

ウ.ワーキンググループ１ ｢宇和島のよいところと言えば･･･！｣

エ.ワーキンググループ２ ｢新伊達博物館に期待すること！｣

オ.閉会挨拶

③ 実施者

④ 参加者
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（3）アンケート

① 概要

ホリバタ世代（39 歳まで）を対象に、宇和島市に持つイメージやいいとこ

ろ、歴史上の人物や出来事、宇和島市の歴史文化やまちづくりのために必要と

思われることを主に選択方式で 12 問を設問した。

LOGO フォーム、紙タイプ 2種類を用意。LOGO フォームは博物館 HP やチラシ

に QR コードを記載して参加できるようにするとともに、チラシは市内高校や

中央公民館に配布した。

② 期間・集計数

事前に配布されたワークショップのチラシ
QRコードからアンケート(LOGOフォーム)にアクセスできる
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3.伊達博物館改築事業ワークショップ

（1）開会挨拶、プログラムの説明

隈研吾氏による挨拶。近年の傾向として、建築プロジェクトでは途中段階で

市民の意見を聞く機会を設けることが多くなってきている。その目的は、建築

を市民が望んでいるようにすること、愛されること、そして関心を持ってもら

うことにあることを説明し挨拶に代えた。

続いて、丹青社・福本より本日のプログラムの手順や時間配分を説明した。

会場のレイアウト：建築模型やパースを配置

左：隈研吾氏の挨拶、右：進行手順の説明
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（2）計画の概要説明（建築設計・展示設計）、質疑応答

隈研吾氏により建築設計の考え方「都市の居間のようなまちに開かれた博物

館」、デザイン「周囲に馴染み、伊達文化を象徴する外装」等について説明。

続いて丹青社・田中より展示設計の考え方「文化財を守り伝える、対象は宇

和島全域、ふだん使い・憩いの場、市民みんなで活動」、デザイン「1階の参加

体験型コンテンツで親しみ、2階のホンモノの魅力で深める」等を説明。

質疑応答では、参加者と以下のやりとりが行われた。

パースや模型を取り囲んで説明を受ける参加者たち

左：隈研吾氏による建築設計の説明、右：丹青社・田中による展示設計の説明



5

（3）ワーキンググループ１ ｢宇和島のよいところと言えば･･･！｣

① 進行

参加者に自身が思う宇和島の良いところを列挙し発表してもらうため、KJ 法

と呼ばれる、ブレインストーミングなどで得た情報をカードに書き、同じ系統

のカードをグループ化して、系統ごとに分類されたデータを整理、分析し、図

解などを用いてまとめていく方式を用いた。

参加者 28 名を A～Eの 6グループに分け、ワーキングの進行を助けるととも

に、発言していない人の発言を促したり、参加者の不安や緊張を和らげること

を目的に、1グループに 1人、進行係を付けた。

参加者は、付箋に自分の考えたことや意見を付箋紙へ簡潔に書いていき（1

枚 1意見）。グループ内で発表し、模造紙に貼っていき、同様の意見、似た意

見をみんなでグルーピングし、そのグルーピングそれぞれにタイトルを付ける

（時間があれば、特に大事にしたい意見などをみんなで考えて選んでいく）。

全グループのまとめが終わった段階で、各グループの代表者が会場全員に向

けてグループ内の意見を発表してもらった。

② 参加者から出た主な意見

参加者が思う宇和島の良いところとして、食（6グループ）や自然（5グル

ープ）に関する意見が特に多く上がっていた。食では、魚やじゃこ天、みかん

等がおいしい、自然では、海と山に囲まれ、空や風景が綺麗といった意見が多

い。次に祭り（イベント含め 4グループ）。和霊大祭や牛鬼等の祭りが具体的

に挙がっている。

歴史に関する意見は、博物館のワークショップという性質から考えるとあま

り多くなく（3グループ）、宇和島城や街並み等の意見が挙がっていたが、歴史

上の人物に関しては意見が挙がっていなかった。

この他の良いところとして、地場産業、人がやさしい等の意見が複数挙がっ

ている。

良くないところや課題等は 3グループで意見が挙がっており、高齢化、中心

市街地の活性化や、美術に触れる機会がない、高校卒業後の進路といった宇和

島市が抱える課題を的確に認識している意見が見られた。

各グループの具体的な成果は次項のとおり（文字・表現は原文ママ）。
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③ Aグループの「宇和島の良いところと言えば・・！」

食 みかん、鯛めしの違い、ジビエ、地産地消の意識が高い、ロイズ

歴史 城が近い、和霊神社、大竹伸朗

まち

おへんろさん 天守閣 観光客に向けて、他地域にはない高校での活動、

メディアが近い、フィールドミュージアムに適している、自然を体感し

やすい環境、ホリバタの講習会 知られてない、

きさいや広場 すべてそろっている所 観光客×地元の人、歴史とふれあ

うことが多い町、フィギュア、地元にほうふな資材

人 外国人ウケ良いかも、人が優しい、おすそわけ文化
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④ Bグループの「宇和島の良いところと言えば・・！」

宇和島城 宇和島城

食
しらうお、たいめし、みかん、きさいや広場（ロイズ）、みかん、

じゃこてん（ちょっとしたファストフード店）、六宝

地場産 鮦の養しょく、真珠 養殖とか

祭り まつり、お祭りがある、ガイヤ、五つ鹿、牛鬼

建物

商業施設、街の中に屋根がある、駅をもっときれいにしてほしい、アー

ケード街活性化！！（スタバなど）、美術館などがない 美術に触れる機

会が少ない、丸山パフィオ、建物 遊ぶ場所が欲しい

人 人が優しい、歩道で車がとまってくれる

自然
川とか海などの自然、自然、海がきれい、

夕陽が海の方向へ沈む←めったにない めずらしい、自然
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⑤ Cグループの「宇和島の良いところと言えば・・！」

場所 南楽園、赤松遊園地

自然

水がきれい、段畑、山から見る宇和島、海や山など自然で遊ぶことがで

きる、魚がいて海とか見るのが楽しい、星がきれいに見える、一番最初

にシロウオがのぼってくる

歴史 街の配置、富士山の石垣（津島）

イベント ガイヤカーニバル、牛鬼

食
じゃこ天、ブラッドオレンジ、たいめし、みかんジュースがじゃ口から

出てくる
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⑥ Dグループの「宇和島の良いところと言えば・・！」

歴史 キヤ旅かん、城下町、お城 神社など、城がすごい

食
さつま、鯛飯、魚がおいしい！！ 、じゃこ天がおいしい、みかんなどが

おいしい

人 夏井いつき、小島惟謙、鈴木けんご

いなか 周りの人が優しい、田舎なところ、のんびりできる、空気が良い

自然
星空がきれい、いのししがでる、海と山がある、風景がきれい、イルカ

が見える

祭 八つ鹿、ガイヤ、和霊大祭、闘牛、牛鬼

良くないとこ おじいちゃんおばあちゃんの街、閉店時間がはやい、人がいない
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⑦ Eグループの「宇和島の良いところと言えば・・！」

自然

自然が豊か（緑と青がたくさん）、自然 景色がきれい、九島、

空気がきれい おいしい（潮の香りが流れている）、緑が多くて落ちつく、

都会と比べて自然との時間 一人の時間→自然と向き合う時間があり質

が高い、コンパクト、水がおいしい

食べ物
じゃこ天、すしえもん、魚がおいしい、みかんがおいしい、コメダ、魚の

養殖が盛ん、真珠が有名、真珠がきれい、魚が安い！！

施設 造船所

お祭り 和霊大祭が盛り上がる

わるい点

将来の担い手を育てる場が…（あったとしても知られていない、少ない）、

街のまわり方が分からない、図書館の駐車料金、31 とミスドが消えた…、

美術に関する施設がほしい、有名な観光地が少ない、高校卒業後の進路

の充実度➘（宇和島から離れてしまう）、いろんなものにみかんを入れす

ぎだと思う
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⑧ 総評

ユニークな意見は数多く挙がったが、総じて、魚やみかん等がおいしいとい

った食や、海と山が近い、綺麗な自然環境に多くの参加者が愛着を感じている

ことが覗える。

主催した側として、ワークショップの主な目的は「宇和島の歴史・文化のい

いところ」を中心に活発な議論を期待していたところだが、歴史や文化に関す

る具体的な固有名詞は宇和島城や祭り等が出ていた程度で、歴史上の人物や出

来事等に関しては全く議論に上っていない。このことから、宇和島市の未来を

担う若い世代が自分たちのまちの歴史・文化への関心がそれほど高くないこと

を伺わせられた。

一方で、少子高齢化、中心市街地活性化等、宇和島市が抱える課題も一部で

は議論に挙がっていて、これらの意見を踏まえながら、今後の検討に反映して

いく必要がある。

各グループ内での議論

左：各グループの発表、右：丹青社・福本による総評
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（4）ワーキンググループ２ ｢新伊達博物館に期待すること！｣

① 進行

ワーキンググループ 1と同じグループで、KJ 法を用いて、新伊達博物館の設

計概要の説明を受け、「こんな過ごし方ができる博物館であって欲しい」「こん

な機能があって欲しい」「こんな事業を展開して欲しい」等を議論してもらっ

た。全グループのまとめが終わった段階で、各グループの代表者が会場全員に

向けてグループ内の意見を発表してもらった。

② 参加者から出た主な意見

機能面では、落ち着いてゆっくり出来る場所や、放課後に過ごせる場所（待

ち合わせや勉強、電車待ち）等、気軽に立ち寄れることを求める意見が多く見

られる。また、多世代が交流できる場、等の意見が複数のグループから挙がっ

ていた。

展示では、体験型や歴史・文化への親しみやすさ、解りやすさ、展示の更新

性、現代の宇和島の展示等への意見が挙がっている。

広場はキッチンカー等のイベントを展開して欲しいという意見が複数挙がっ

ている。

建築・展示ともに、「インスタ映え」する場所にしてほしいという意見も複

数挙がっていた。

また、高校生と連携したカフェ運営、ミュージアムグッズ（お土産）の開

発、子ども向けの事業、無料で利用できる場所等、運営に関わる意見も複数挙

がっていた。

各グループの具体的な成果は次項のとおり（文字・表現は原文ママ）。
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③ Aグループの「新伊達博物館に期待すること！」

展示室
期間限定、体験型、若者が足を運ぶような展示、撮影 OK、文化財に親し

みやすい

エントランス

ミュージアムショップ（コラボ）、お土産コーナーで高校で作った商品売

れたら…、人の目が気にならないような席組み・しきりかし出し、コス

プレ→割引、所蔵品（スズメの火鉢や姫の嫁入り道具）の商品化・設置

館内外 ベンチを増やす、写真映えするスポット

広場 イルミネーション、ハンモック、キッチンカー、みかんがり

カフェ
部活（全学合同の）としてカフェ運営（市の大人たちに相談）(顧問なし）、

スタディカフェみたいな勉強スペース、Wi-Fi、カフェでバイト（学生）
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④ Bグループの「新伊達博物館に期待すること！」

広場の活用

ステージ的なぶたいをやる場所、広場を活用して時々イベントを行って

もいいかも 例.屋台とか、広場 キッチンカー 宇和島にはない食べ物・

雑貨販売、看板、スマホを立てかけられる・充電できる、

ふんすいやゴーカート的な場所が広場にあるといい 例.競馬場にある横

の子供が遊ぶ場所、ベンチ 休憩（勉強）スペース

交流

幅広い世代の交流の場（お年寄りの方から昔の話を直接きける）、

休けい所←部屋とか用意するなど、学校と連携して講演会や講習会（勉

強になる）

イベント
イルミネーション設置、高校生主さいのイベント、祭りの時に博物館も

参加する

グッズ 博物館のグッズ

人に優しい
無料に、エレベーターなどバリアフリーな施設に、

施設内の経路案内←見やすくピクトグラム、夜遅くまで
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⑤ Cグループの「新伊達博物館に期待すること！」

気軽な飲食 コンビニ、自動販売機（飲み物以外のものとか）

機能 公園に小川があったら涼しい・音が良い、広場に屋根付けて雨でも遊べる

ゆっくり休

憩

人目を気にせず過ごしたい、お金使わずに居座れる場所が欲しい、のん

びりしたい落ち着きたい、待ち合わせ場所がほしい（学校帰り等で）

広場の使用

キッチンカー イベント、正月にイベント、うわカーゴでクレープ・アイ

スなど、高校生がカフェの店員になってメニュー考えるなど学校と連携

した取り組み

お土産
レゴで作れる宇和島の名所、博物館のキャラクターを作ってキーホルダ

ーなどグッズを販売

放課後

放課後に行けるように時間を延ばしてほしい、

午後 7時の電車に乗りおくれると次は 9時の電車になるが店が開いてい

ないので待つ場所がない、勉強スペース、明るい場所、部活帰りにちょ

っとしたおやつを食べられるスペースが欲しい

若者の希望 おしゃれ大事！ 、映えスポット
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⑥ Dグループの「新伊達博物館に期待すること！」

建築 格好いい建築物、可愛い建築物

展示

インスタ映え（※建築・展示両枠に重ねて貼付）、

刀や伊達家の屏風など、毎回行くたび展示が変わる、子供に対しても分

かりやすく、新しい宇和島の製品・食べ物の展示、歴史に関する映画上

えい、色んな企画展示をしてほしい（ムーミンとか）

場所
ゆっくり話せる場、気軽に座れる場、遅くまで勉強できるスペース、

展示物に関する本を読むスペースが欲しい

広場
広場で遊ぶ道具のかしだし、子どもが広場で遊んでいるときに親が見守

れる場所があったら便利、外でおしゃべりするスペース

カフェ おしゃれなカフェで学生わり

グッズ 日常的に使えるもの
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⑦ Eグループの「新伊達博物館に期待すること！」

地域

展示物とかに興味を持てるような所（とりあえず入った人など）、学生が

気軽に入れる空間、学生が声を出してしゃべっても大丈夫なスペース、

友達と気軽に話したりゆったりできるスペース、高齢な方ものんびりで

きる所

設備

入り組んだ感じ（目が合わない）、立体的、電源 Wi-Fi OK、映画が見れ

る、レジャー施設（クライミング）、ストリートピアノ（宇和島らしさ、

世界に一つだけの）、美術館の要素も欲しい…（美術、博物館）、勉強が

できるスペース（集中できる場所）

工夫
小さい子に向けてよみきかせ、いくら行ってもあきないような所、

楽しげな飾りをつけたら良いと思う

自然
あったかい、すずしい、屋根に上がれる、屋内に緑が多い、天候を活か

せる場所
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⑧ 総評

活発に議論が展開され、数多くの意見が挙がったが、総じて落ち着いてゆっ

くり出来る場所や、放課後に過ごせる場所を求める声が多かった。また、定期

的なイベントの開催や高校生との連携等、運営に関わる意見が数多く挙がって

おり、博物館が自分たちの居場所、まちの新たな中核施設になって欲しいとい

う期待と高い関心を伺うことが出来る。

議論には挙がらなかったが、現在の伊達博物館は「難しくて解らなかった」

といった意見も個別に頂いており、展示では解りやすさや親しみやすさを求め

られている。

これらの意見は、建築設計、展示設計に加えて、運営方針も含めた総合的な

判断が必要なことから、今後慎重に検討を進めていく。

各グループ内での議論、各グループの発表
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（5）閉会挨拶

隈研吾氏による挨拶。宇和島市の次世代を担う若い世代から様々な意見を頂

いたことに感謝する一方、建築としては観光客をはじめとする様々な属性の人

に利用してもらう必要があることから、それらも含めて総合的に検討を進めて

いくことを説明し挨拶に代えた。

最後に、隈研吾氏を囲んで参加者全員で記念撮影し、閉会した。

隈研吾氏による閉会挨拶と、最後にみんなで記念撮影
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4.宇和島市新博物館に関するアンケート調査結果

（1）概要

ホリバタ世代（39 歳まで）を対象に、宇和島市に持つイメージやいいとこ

ろ、歴史上の人物や出来事、宇和島市の歴史文化やまちづくりのために必要と

思われることを主に選択方式で 12 問を設問した。

LOGO フォーム、紙タイプ 2種類を用意。LOGO フォームは博物館 HP やチラシ

に QR コードを記載して参加できるようにするとともに、チラシは市内高校や

中央公民館に配布した。

（2）目的・意義

宇和島の未来を担う子どもや若者たちが、自分たちのまちの歴史・文化につ

いてどの程度の知識や情報を持っているかを把握し、展示コンテンツにフィー

ドバックすることにより、博物館展示の目的である宇和島市の特徴とすばらし

さに気づいてもらえるようにする。

（3）アンケート内容

問いの各項目に関しては、市民（若者）たちの興味や関心、宇和島の歴史文

化に関する知識の具体的な内容を知ることにつながる内容とした。
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アンケート（紙方式）1/2
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アンケート（紙方式）1/2
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（4）アンケート回答結果

① アンケート回答者の居住地

アンケート回答者のうち宇和島市内在住者が約 7割（67％）、うち、旧宇和

島地区在住者が最も多く、半数近く（45％）に上る。市外からも約３割の回答

が寄せられた。

② アンケート回答者の在住歴

在住歴については、「生まれた時から」が半数近く（47％）に上る。市外か

らの転入、一時市外に住み戻ってきた人の割合を合計すると全体の約 2割

（21％）に上る。次項のとおり、回答者のうち高校生が最も多いことが要因と

推測される。

(1)旧宇和島地区 (2)吉田地区 (3)三間地区 (4)津島地区 (5)宇和島市外 無回答

72 10 8 17 50 2

45.3% 6.3% 5.0% 10.7% 31.4% 1.3%

(1)生まれた時から住

んでいる

(2)市外から引っ越し

てきた

(3)市内出身だが、一

時市外に住み、戻っ

てきた

(4)現在宇和島市外

に住んでいる
無回答

74 21 12 51 1

46.5% 13.2% 7.5% 32.1% 0.6%

＜総合＞

＜ワークショップ＞
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③ アンケート回答者の年代

年代は、高校生が約６割（61％）で過半数を占める。20 代以上はおよそ 3割

（28％）。市内の各高校にチラシを直接配布したことが要因と考えられる。

(1)小学生 (2)中学生 (3)高校生 (4)10 代 (5)20 代 (6)30 代以上 無回答

1 11 97 5 21 24 0

0.6% 6.9% 61.0% 3.1% 13.2% 15.1% 0.0%

＜ワークショップを除くアンケート回収分＞

＜ワークショップ＞ ＜WSを除くアンケート回収分＞＜総合＞
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④ 「宇和島市」についてのイメージ

最も多く選択された回答は「農林水産業（みかんづくりや魚を育てることな

ど）がさかん」で約半数（49％）を占める。次いで自然がたくさんある」が約

3割（33％）、「歴史がある」はわずか約 2割（23％）で、「独自の文化がある」

とあわせても 3割に満たない（28％）。「あまりいいところはない」の回答は

5％。ワークショップで議論されていた内容と似た傾向となった。

＜その他の意見＞

(1) 歴史がある (2) 独自の文化がある
(3) 自然がたくさんあ

る

(4) 観光するところが

たくさんある

(5) 農林水産業（みかん

づくりや魚を育てることなど）が

さかん

36 9 53 2 78

22.6% 5.7% 33.3% 1.3% 49.1%

(6) あまりいいところは

ない
(7) その他 無回答

8 7 0

5.0% 4.4% 0.0%
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＜総合＞

＜ワークショップ＞

＜ワークショップを除くアンケート回収分＞



27

⑤ 「宇和島のいいところ・自慢できるモノ」

複数の選択肢の中から、宇和島のいいところ・自慢できるモノとして選ばれ

たのは食や産業に関する項目が高い。割合の高い順に「マダイなどの魚」

（72％）、「真珠」（70％）、「みかん・かんきつ類」（65％）、「鯛めし」（65％）

「かまぼこ・じゃこ天」（57％）で、いずれも 5割以上がいいところ・自慢で

きるもの」と回答している。

「宇和島城」は 6割を超えているものの（63％）、伊達家の歴史は約 3割

（32％）、偉人に至っては 1割にも満たない（6％）。ここでも、宇和島市の若

い人たちは自分のまちの歴史にそれほど関心がないことが読み取れる。

＜「偉人」であげられた人名＞

伊達村候、伊達宗紀、伊達宗城(3 票)、児島惟謙(4)、村上天心、伊達秀宗

(３)、穂積八束、穂積陳重、前原巧山、藤堂高虎、村田蔵六、高野長英、楠本

イネ、土井清良、穂積さん、大和田健樹

＜「伝統工芸」であげられた品目＞

牛鬼

＜「その他」の意見＞

八つ鹿踊り、干潟の鳥類、キッチン RYu、ガイヤ

(1) マダイなどの

魚
(2) 真珠

(3)みかん・かんき

つ類
(4) 鯛めし

(5) かまぼこ・じゃ

こ天
(6) 三間米

114 111 104 103 90 32

71.7% 69.8% 65.4% 64.8% 56.6% 20.1%

(7) 牛鬼 (8) 闘牛
(9) 和霊大祭・牛

鬼まつり
(10) 神社やお寺 (11) 宇和島城 (12) 天赦園

86 55 69 16 100 37

54.1% 34.6% 43.4% 10.1% 62.9% 23.3%

(13) 南楽園
(14) 岩松の町な

み
(15) 段々畑 (16) 宇和海（海） (17) 鬼ケ城 (18) 薬師谷

19 7 50 34 17 11

11.9% 4.4% 31.4% 21.4% 10.7% 6.9%

(19) 海岸（リアス

海岸）

(20) たくさんの島

がある景色

(21) 市街の街な

み
(22) 山並み (23) 温泉

(24) 伊達家の歴

史

22 21 11 9 4 51

13.8% 13.2% 6.9% 5.7% 2.5% 32.1%

(25) 海や山のレ

ジャー
(26) 方言 (27) 偉人 (28) 伝統工芸 (29) その他 無回答

13 16 9 2 3 1

8.2% 10.1% 5.7% 1.3% 1.9% 0.6%
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＜総合＞

＜ワークショップ＞
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⑥ あなたにとっての宇和島のいいところ・自慢できるモノ

自由記述においても、はやり「自然が豊か」「食べ物がおいしい」といった

類いの回答が数多く上げられている。また、「人がやさしい」「漁業が盛ん」と

いった回答も複数挙がっている。

現存十二天守の宇和島城や、歴史の深さについての回答も複数見られるが、

やはり自然や食べ物に関する回答が目立つ。

< Q6 の回答一覧 >

＜ワークショップを除くアンケート回収分＞
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31



32
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⑦ どんな活躍をしたのか知っている宇和島ゆかりの人物

大津事件の「児島惟謙」が最も高く、6割に近い回答を得たものの（59％）、

他の人物はいずれも 5割に満たない。伊達秀宗が 45％、藤堂高虎が 38％、畦地

梅太郎が 35％で、伊達宗城は意外にも 30％に留まった。次いで山家清兵衛

（26％）、二宮敬作（19％）、穂積陳重（20％）が約 2割の回答を得ているものの、

多くの回答者は自分たちのまちの歴史上の人物をあまり知らないということが

できる。

(1) 土居 清良 (2) 藤堂 高虎 (3)伊達 秀宗 (4) 山家 清兵衛 (5) 伊達 宗純 (6) 伊達 村侯

37 60 72 42 11 8

23.3% 37.7% 45.3% 26.4% 6.9% 5.0%

(7) 伊達 宗紀 (8) 伊達 宗城 (9) 松根 図書 (10) 二宮 敬作 (11) 児島 惟謙 (12) 穂積 陳重

16 47 4 30 93 31

10.1% 29.6% 2.5% 18.9% 58.5% 19.5%

(13) 前原 巧山 (14) 土居 通夫
(15) 井関 邦三

郎

(16) 大和田 建

樹
(17) 中野 逍遥 (18) 高畠 華宵

6 11 17 27 5 13

3.8% 6.9% 10.7% 17.0% 3.1% 8.2%

(19) 畦地 梅太

郎
(20) 片山 恭一 (21) その他 無回答

55 19 10 12

34.6% 11.9% 6.3% 7.5%

(21) その他のご意見

岩村明憲（プロ野球選手）（２票）、山下亀三郎（横浜の山下公園を寄贈した所）、土井豪人、

兵頭葵（STU48)、大竹伸朗、上甲正典、司馬遼太郎、村田蔵六、高野長英、楠本イネ、一条兼定、

土居裕子、岡本知高、夏井いつき、末広鐵腸、

名前は知っているが、どのような活躍をしたかまでは知らない

知りません
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＜総合＞

＜ワークショップ＞

＜ワークショップを除くアンケート回収分＞
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⑧ 宇和島に関わる歴史上の出来事・キーワードで知っているもの

5割を越えた回答は、藤原純友の乱(58％)、えひめ丸事故（54％）の 2点。

次いで宇和島東高の選抜優勝が 40.1％の回答を得ている。(2)清良記から(11)

大津事件までの中世近世近代の歴史上の出来事は 9％～26％に留まり、ここで

も自分たちのまちの歴史への関心の薄さが見て取れる。

(1) 藤原純友の

乱
(2) 清良記 (3) 和霊騒動

(4)吉田騒動（武

左衛門一揆）
(5) 宇和島さんさ

(6) 幕末の四賢

侯

92 38 29 17 22 22

57.9% 23.9% 18.2% 10.7% 13.8% 13.8%

（7）西洋の学問が

さかんだった

(8) 伊達宗城が

西郷隆盛と会った

(9) イギリス公使

が宇和島に来た

(10) 蒸気船をつ

くった人がいる
(11) 大津事件 (12) 南予明倫館

18 14 19 31 42 13

11.3% 8.8% 11.9% 19.5% 26.4% 8.2%

(13) 宇和島空襲
(14) えひめ丸事

故

（15）宇和島東高

校の選抜高校野

球優勝（昭和 63

年）

(16) その他 無回答

55 86 65 2 6

34.6% 54.1% 40.9% 1.3% 3.8%

(16) その他のご意見

・上甲監督。万波先生。県外の人はどっちかの 2人しかほぼ出てこない。

・出来事は知っていても宇和島とのゆかりは知りません

＜総合＞

＜ワークショップ＞
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＜ワークショップを除くアンケート回収分＞
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⑨ 宇和島の歴史・文化を大切にしていくためにはどのようなことを行ったらよ

いか

「文化財を保存したり紹介する場所を充実させる」（46％）、「文化財を観光

客にも知ってもらう」（43％）が 4割を超える。次いで「子どもからお年寄り

まで、みんなが文化・芸術を楽しめる機会をつくる」（31％）、市や博物館など

のホームページ・SNS で情報を発信する（30％）が 3割を越える。

ワークショップ参加者は、約 5割が「子どもからお年寄りまで、みんなが文

化・芸術を楽しめる機会をつくる」を選択している。

(1) 文化財※を保存したり紹介する場所を充実させる 73 45.9%
(2) 文化財の調査・研究に力をいれる 15 9.4%
(3) 文化財を観光客にも知ってもらう 69 43.4%
(4) 歴史や文化についての学習会や、イベントを行う 40 25.2%
(5) 学校での文化・芸術活動を活発に行う 35 22.0%
(6) 子どもからお年寄りまで、みんなが文化・芸術を楽しめる機会をつくる 50 31.4%
(7) 歴史や文化を守る活動に積極的に参加できるしくみをつくる 31 19.5%
(8) 市や博物館などのホームページ・SNSで情報を発信する 48 30.2%
(9) 姉妹都市や友好都市と交流して、おたがいの歴史・文化を学ぶ 26 16.4%
(10) 地元の産業を担う人たちを育てて活動を応援する 32 20.1%
(11)その他 6 3.8%
無回答 11 6.9%

(11)その他のご意見
・学校以外に活気あるコミュニティをつくり、学びの場を提供する
・宇和島地区大きく言えば日本に誇りを持てるような教育を作る、企業
・市の公式ページのような地味なホームページではなく、きちんとデザインされた文化財の魅力が発信できるサ
イトが必要。SNSの活用も必須。

・そんな有名な歴史でもないのにそんなもんばっかに力入れんと違うものに力入れるべき
・担当者だけでなく、まずは市職員が宇和島市の歴史・文化を人に説明できるレベルまで知識をつける。またそ
の機会を作る。

・中高生が中心となって活動する地域プロジェクトを行う



38

＜ワークショップ＞

＜総合＞
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＜ワークショップを除くアンケート回収分＞

※文化財とは、歴史ある建物や美術品、伝統芸能、技術、お祭りなどの伝統的
な行事、その土地の景色や町なみなど大切に伝えられてきた文化的な財産のこ
と
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⑩ 宇和島の今後のまちの発展のために必要だと思うこと

「観光に力をいれる」が唯一の 5割以上（52％）、「商店街をもり上げる」

（40％）、「地域の産業に力をいれる」（40％）が約 4割となっている。「歴史・

文化を守り、大切にする」は 27％の回答を得た。

宇和島市の観光資源をより一層活かすことや、中心市街地の空洞化に対する

懸念が高いと読み取れる。

(1) 地域の産業に力をいれる (2) 観光に力をいれる (3) 学校教育を充実させる

63 83 38

39.6% 52.2% 23.9%

(4) だれでもいつでも学べるようにする (5) 道路や交通を整える (6) 商店街をもり上げる

21 28 64

13.2% 17.6% 40.3%

(7) 歴史・文化を守り、大切にする (8) 宇和島に住む人を増やす (9) 市民がまちづくりに参加する

43 53 29

27.0% 33.3% 18.2%

(10) その他 無回答

4 12

2.5% 7.5%

（10）その他のご意見：

・若年世代に故郷について知ってもらう機会を増やす（特に中高生）

・街の発展には若者が遊べる場所を作るべき大人が遊べるパチンコはいっぱいあるし幼児などが遊ぶ公園も沢山あるのに中高

生が遊ぶ場所がほとんどない

・お店をふやす

・下水道の整備、商店街の別の活用法

・（(9)「まちづくり」に対して）若者がいつか戻ってきたいと思えるまちづくり
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＜ワークショップ＞

＜ワークショップを除くアンケート回収分＞

＜総合＞
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⑪ 新しい博物館に期待すること・希望すること

数多くの様々な意見が挙がったが、あらゆる世代の市民が、気軽に足を運べ

る、くつろげる、親しめるといった類いの意見が多い。歴史を楽しく学べる、

親しめるといった意見や、ワークショップを行って欲しい等、参加性や体験性

を求める意見も複数挙がっている。また、おしゃれな場所であって欲しい、カ

フェの併設といった意見も散見される。

＜Q11 の回答一覧（原文ママ）＞
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44



45



46

（以上）
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⑫ その他、宇和島市の歴史や文化に対する意見・要望

この問いに対しても数多くの意見が挙がったが、アンケートに回答する機会

を通して、宇和島の歴史の深さを知ったという意見や、宇和島の知名度はまだ

まだ低いので、もっと情報発信した方が良いといった意見が複数挙がってい

る。また、個別の歴史上の出来事について知りたいといった意見や、歴史文化

に興味を持つ機会の提供、活動の継続といった意見も散見される。

＜Q12 の回答一覧＞
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（以上）
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5.今後の検討課題

（1）総括

建築設計、展示設計においては、新博物館の基本理念「地域の歴史文化の再

生、共創の象徴となるべき博物館」、「新しいまちづくりと景観の美しさの象徴

となる博物館」の実現に向け、実施設計のとりまとめに入りつつある段階だ

が、ワークショップ及びアンケートの実施によって寄せられた高校生を中心と

した数多くの若い世代の意見を今後どのように反映させていくかについて、建

築、展示、運営・事業の 3つの視点で以下にとりまとめる。

なお、ワークショップ及びアンケートに参加した人たちは、博物館に何らか

の関心を抱いている人たちと考えてよく、博物館や宇和島の歴史・文化に関心

がない人たちの方が遙かに多いことには留意する必要がある。

（2）建築への反映

建築は、都市の居間のようなまちに開かれた居心地の良い博物館として、広

場を大きく取り、天赦園をはじめとする周辺の機能と連動し、周囲からのアク

セスも良い。ワークショップでもアンケートでも意見の多かった「気軽に立ち

寄れる、使いやすい、落ち着きや居心地の良さ、多世代が交流できる場所」と

しての機能を果たすべく設計されている。また、周囲に馴染み伊達文化を象徴

する外観、地域を象徴するエントランスホール等、いわゆる「映えスポット」

としての意匠も考えられていることから、方針変更の必要は生じないものとし

て引き続き詳細検討を行っていく。

（3）展示への反映

宇和島市の若い世代は自分たちのまちの歴史・文化をあまり知らない、関心

が薄いという事実がワークショップでもアンケートでも明らかになった。ま

た、歴史を解りやすく、面白くといった意見も複数見られるため、展示を検討

していく上でよくよく留意する必要がある。具体的には、1階常設展示の「先

人ロード」や「シアター」、「トピック展示」は歴史に関心の薄い層に向けてと

りつきやすさ、解りやすさを重視して検討を進めてきたが、その方針をより一

層進め、詳細を検討していく。

2階の企画展示に関しては実物資料を中心に展示を行うが、専門性を保ちつ

つも解りやすい解説に留意して詳細を検討していく。

また、自然や食に愛着を抱いている意見が多かったため、市民が気軽に情報

発信できる 1階の「うわ！じまん」で反映できるようにしていく。
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（4）運営・事業への反映

ワークショップやアンケートで得た数多くの意見を反映していくには、開館

後、博物館をどのように運営していくのか、どのような事業を、どの程度の頻

度で行っていくのかが最も大切な事と言える。

最も意見の多かった「気軽に立ち寄れる、使いやすい、落ち着きや居心地の

良さ、多世代が交流できる場所」については、ホスピタリティや接遇のレベル

向上に向けたルールづくりやスタッフ教育のあり方等についての検討が必要と

なる。

「放課後も過ごせる場所」については、開館時間の設定、無料区間の設定が

必要となるが、開館時間の延長は人件費経費の増加にも繋がるため、例えば、

夕刻以降は有料区間を閉鎖し、無料空間のみ開放する等の検討が必要となる。

また、観光客など属性の異なる利用者の利便性もあわせての検討が必要。

カフェについては規模感から単独運営は難しいと考えられるため、開館前、

開館後あわせて運営のあり方を検討していく必要がある。

「定期的なイベントの開催や高校生との連携、多世代が交流できる場所」は

展示事業や教育普及事業、サービス事業の要求水準で定めていく必要がある

が、運営事業費にも限りがあるため、今後慎重に検討していく。特に高校生を

はじめ市内の若者との連携は、新博物館の基本理念に沿った重要な検討事項と

言えるため、積極的な検討が必要と考える。

なお、「歴史を楽しく学べる、親しめるといった意見や、ワークショップを

行って欲しい」といった意見に応えるには、いわゆる学芸業務に負担を生じる

事項があることに留意する。

運営・事業へ反映する意見は多いが、直営、指定管理者制度の導入によって

検討事項が異なるため、それらを踏まえ、設計完了後も継続して検討し、「み

んなが文化・芸術を楽しめる」機会の提供を実現していく必要がある。

以上


